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’
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牧
水
・
高
森
文
夫
を
偲
ん
で

　
　
　
短
歌
絶
叫

　
9
月
9
日
（
土
）
、
第
5
0
回
の
牧
水
祭

を
記
念
し
て
、
福
島
泰
樹
短
歌
絶
叫
コ

ン
サ
ー
ト
「
山
河
働
巽
の
歌
」
が
町
総
ム
ロ

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
氏
は
東
京
都
下
谷
の
法
昌
寺
の

住
職
で
す
が
、
日
本
を
代
表
す
る
歌
人
で

も
あ
り
、
「
短
歌
絶
叫
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル

を
創
出
し
、
日
本
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
氏
は
、
自
分
の
作
品
な
ど
を
絶

叫
す
る
と
と
も
に
、
曲
間
に
若
山
牧
水
に

つ
い
て
や
中
原
中
也
と
高
森
文
夫
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

「町報とうこう」は再生紙を使用しています＠



　　　　　どうご’つ91蠣

牧
水
祭

▲牧水歌碑に置酒をする巫女

覧

　
㌔
、
熊
ゴ

。
、
　
P

　
今
年
で
5
0
回
目
と
な
る
「
牧
水
祭
」
が
、
9

月
1
0
日
（
日
）
小
雨
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
1
0
時
か
ら
牧
水
記
念
館
裏
の
牧
水
歌

碑
前
で
行
わ
れ
た
歌
碑
祭
で
は
、
尾
鈴
短
歌

会
会
長
の
東
村
吉
市
さ
ん
が
朗
詠
す
る
中
、

巫
女
を
務
め
た
坪
谷
中
学
校
2
年
生
の
黒
田

一
恵
さ
ん
矢
野
玲
佳
さ
ん
に
続
い
て
、
町
内

▲坪谷中学校生徒による合唱

鰯
灘

溺藤

▲野立ても大好評

の
関
係
者
や
牧
水
の
孫
の
榎
本
篁
子
さ
ん
夫

妻
、
福
島
泰
樹
氏
、
愛
知
県
東
郷
町
の
石
井
収

入
役
、
鳥
取
県
東
郷
町
の
伊
藤
教
育
長
、
岡
山

県
哲
西
町
の
村
上
教
育
長
、
延
岡
市
・
日
向
市

の
牧
水
顕
彰
会
の
会
員
ら
が
次
々
に
献
酒
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
を
ふ
る
さ
と
の
家
に
移
し
て

行
わ
れ
た
牧
水
を
偲
ぶ
会
で
は
、
牧
水
祭
短

歌
の
入
選
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の

天
位
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
者
の
伊
藤
一
彦
氏
が
入
選
者
の

一
首
一
首
に
つ
い
て
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　　③鞘8こ9’り

コ
⊥
フ
ス
で
盛
り
上
げ

　
今
同
の
福
島
泰
樹
短
歌
絶
叫
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
開
会
行
事
に
坪
谷
を

中
心
と
す
る
勇
士
に
よ
り
編
成
さ
れ
た

「．
q
水
合
唱
団
一
3
7
名
が
、
コ
ー
ラ
ス
で

参
加
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
牧
水
祭
で
も
、
下
中
生
徒
・
坪
小

児
童
が
見
事
な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

ゴ烈　　一　　　　　　　瑞㌧げ一　　皿一　　装

▲みことなコーラスを披露した牧水合唱団

著
…………　…u

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

費
…短歌大会叙

唱
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本
年
の
牧
水
祭
短
歌
募

集
に
は
、
県
内
各
地
か
ら

一
、
4
4
8
首
の
応
募
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ

け
が
た
い
作
品
ば
か
り
で

し
た
が
、
次
の
方
々
が
入

選
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

（
投
稿
総
数
4
3
4
首
）

○
天
位

坪
谷
小
学
校
6
年

和
田
一
幣
さ
ん

一、

�
A
三
数
え
き
れ
な
い

星
の
数

　
し
か
し
数
え
る
無
謀
な

挑
戦

中
学
生
の
部

（
投
稿
総
数
3
3
8
首
）

o
天
位

坪
谷
中
学
校
3
年

井
上
牧
美
さ
ん

手
を
の
ば
す
こ
ぼ
れ
そ
う

な
天
の
川

　
届
か
な
い
の
に
手
を
伸

ば
す

高
校
生
の
部

（
応
募
総
数
3
4
1
首
）

o
天
位

日
向
高
校
3
年

森
本
真
輔
さ
ん

「
う
る
せ
え
な
」
こ
ん
な

言
葉
が
母
さ
ん
に
は

　
「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
聞
こ
え
て
く

れ
れ
ば

一
般
の
部
（
応
募
総
数
3
3
5
首
）

o
天
位

日
向
市
美
々
津

戸
高
美
緒
さ
ん

に
わ
か
雨
に
ず
ぶ
濡
れ
と
な
り
子
と

走
る

　
金
魚
も
踊
る
夏
祭
り
の
夜

小
学
生
の
部

○
地
位

新
名
珪
土
（
福
瀬
小
1
年
）

三
浦
光
一
朗
（
東
郷
小
5
年
）

o
人
位

菊
池
未
申
（
山
瀬
小
6
年
）

近
藤
花
映
（
寺
迫
小
4
年
）

鈴
木
　
　
守
（
塩
見
小
2
年
）

o
佳
作

椎
葉
　
界
（
福
瀬
小
3
年
）

黒
木
秀
治
（
寺
迫
小
2
年
）

那
須
翔
太
（
東
郷
小
1
年
）

橋
口
克
利
（
財
光
寺
小
5
年
）

濱
辺
大
地
（
坪
谷
小
2
年
）

中
学
生
の
部

。
地
位

志
々
目
優
子

森
澤
　
泉

。
人
位

寺
原
　
礼

小
川
幸
太

（
山
之
口
中
3
年
）

（
富
島
中
1
年
）

（
坪
谷
中
1
年
）

（
東
郷
中
1
年
）

向
田
紗
弥

○
佳
作

乗
峯
千
穂

末
吉
拓
郎

三
浦
英
朗

黒
木
美
佳

黒
木
保
雅

（
東
郷
中
3
年
）

（
山
之
口
中
2
年
）

（
富
島
中
1
年
）

（
坪
谷
中
3
年
）

（
東
郷
中
2
年
）

（
美
々
津
中
2
年
）

高
校
生
の
部

。
地
位

横
山
明
日
香
（
延
岡
高
校
2
年
）

中
村
衣
里
（
都
農
高
校
3
年
）

o
人
位

森
下
彰
太
（
延
岡
工
業
高
校
1
年
）

甲
斐
輝
江
（
富
島
高
校
1
年
）

菊
池
良
香
（
日
向
高
校
1
年
）

o
佳
作

大
保
　
忠
（
延
岡

高
校
1
年
）

児
玉
明
日
香
（
都
農

高
校
3
年
）

山
本
哲
郎
（
日
向

高
校
3
年
）

栗
田
亜
由
美
（
日
向

高
校
1
年
）

栗
山
大
樹
（
日
向
、
q

高
校
2
年
）

一
般
の
部

。
地
位

池
田
慶
子
（
迫
野

内
）岡

田
美
奈
（
日
向

市
）

○
人
位

大
森
み
ど
り

末
永
タ
カ
子

佐
藤
ヤ
エ
子

。
佳
作

本
多
茂
雄

田
村
千
恵

川
並
洋
子

後
藤
直
美

星
野
真
由
美

（
延
岡
市
）

（
南
郷
村
）

（
延
岡
市
）

（
小
野
田
）

（
日
向
市
）

（
延
岡
市
）

（
佐
土
原
町
）

（
都
農
町
）

▲各部門の天位と選者の伊藤一彦氏

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



巳遡ご’う

混ぜればゴミ、分ければ資源1
★羽坂不燃物処理場のゴミの埋立ができなくなりました．

　　今まで羽坂不燃物処理場に出されていたごみの内、安定5品目（ガラス、陶器、鉄、瓦、プラスチック

　製品）は埋立処分、家電品や自転車等は、町外の施設で処分されていました。

　　しかし、環境基準が厳しくなりゴミの埋立処分が出来なくなり、皆さんの処理場に出されたゴミは、全

　て町外の管理型処分場で破砕処分しなければならなくなりました。

★ゴミ処理経費の上昇

　　本町のゴミ処理にかかる経費は、平成11年度で約5，250万円です。町民一人当たりでは約9，500円です。

　平成元年に約2，000万円だったものが、10年後には2．6倍に上昇しています。

　　今回の埋立禁止により昨年度以上の処理費の上昇が予想されます。これらは、私たちの税金でまかなわ

　れています。

★リサイクルは、エネルギーを節約します。

　　．本町でも古紙回収、空き缶のリサイクル等取り組んでおりますが、今後もペットボトル、空きビン、古

　布等の分別収集を行っていく予定です。

　　毎日の生活から出るゴミの中には、資源として使える物が多く含まれています。このような資源を積極

　的にリサイクルすれば、ごみ処理費用も少なくなるうえ、限りある天然資源をむだに費やさずに済みま

　す。次の世代の人々が安心して暮らせる社会にするためにも、ゴミをなるべく出さない生活を心がけま

　しょ、う。

リサイクルはエネルギーを節約します。

◎リサイクル原料から生産したときのエネルギー節減率
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’
一

へ
し

　
第
3
9
回
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会

が
、
8
月
2
7
日
（
日
）
に
北
方
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か

ら
、
選
手
役
員
7
0
名
が
参
加
、
総
合
の

部
で
2
位
（
男
女
各
4
位
）
に
入
る
健

闘
を
見
せ
ま
し
た
。

【
－
位
】

男
子
B
1
0
0
m
海
野
道
明
（
1
2
秒

2
）
、
女
子
D
1
0
0
m
黒
木
真
奈
美

（
1
4
秒
5
）
、
女
子
共
通
4
0
0
m
リ

レ
ー
斧
由
美
・
黒
木
真
奈
美
・
那
須

則
子
・
那
須
フ
ミ
ヨ
（
5
9
秒
4
）
、
男

子
C
砲
丸
投
都
甲
牧
人
（
1
1
m
6
0

㎝）

A
男
子
F
砲
丸
投
小
川
勝
正
（
1
2

m
8
5
㎝
）

【
2
位
】

中
学
女
子
1
0
0
m
菊
谷
麻
衣
（
1
4

秒
5
3
）
、
女
子
C
1
0
0
m
斧
由
美

（
1
5
秒
0
8
）
、
男
子
D
砲
丸
投
西
田
宗

吉
（
1
0
m
3
4
）

【
3
位
】

男
子
E
2
0
0
0
m
川
原
洋
信
（
7

分
5
秒
）
、
男
子
共
通
1
5
0
0
m
古

川
道
広
（
5
分
0
秒
）
、
男
子
A
砲
丸

投
塩
月
陽
一
（
1
0
m
1
8
㎝
）
、
男
子
B

砲
丸
投
濱
地
貴
志
（
1
0
m
8
6
㎝
）
、
男

子
E
砲
丸
投
牧
野
正
明
（
1
1
m
8
4

㎝）

A
男
子
A
走
幅
跳
海
野
道
明
（
5

m
7
8
㎝
）
、
男
子
共
通
走
高
跳
森
田
敏

勝
（
1
m
6
6
㎝
）
、
女
子
共
通
走
高
跳

佐
藤
ま
ゆ
み
（
1
m
3
0
㎝
）

沖
縄
の
海
は
盛
ん
な
漁
期
と
ふ

サ
ミ
ッ
ト
の
海
は
警
備
心
行
き
来
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

リ
ュ
ー
マ
チ
に
半
世
紀
を
臥
し
し
妹
の

逝
き
て
老
い
ゆ
く
我
の
残
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

変
り
ゆ
く
古
里
に
過
ぎ
し
喜
寿
傘
寿

高
速
道
抜
く
る
日
ま
で
生
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

明
け
初
め
し
耳
川
投
げ
し
石
ひ
と
つ

拡
が
る
水
輪
岸
に
届
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

酔
芙
蓉
の
ま
白
き
花
に
紅
さ
し
て

夕
べ
閉
じ
ゆ
く
を
我
は
哀
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
ぬ
る
日
こ
そ
稀
な
れ
ど

歩
け
ぬ
人
ら
に
待
た
る
る
気
の
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
き
ぬ
子

ゆ
く
り
な
く
講
師
選
歌
に
入
選
す

病
む
妻
を
介
護
す
る
我
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

夏
休
み
を
和
み
て
過
ご
す
孫
ら
と
み
て

昼
を
持
て
余
す
な
く
日
々
を
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

古
き
写
真
見
つ
め
つ
つ
誰
も
世
に
亡
し
と

眩
く
姑
の
さ
び
し
げ
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

亡
き
母
の
新
盆
を
迎
へ
し
軒
下
に

吊
る
す
灯
篭
に
家
紋
の
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

廃
校
の
朽
ち
し
校
舎
に
草
茂
り

過
疎
進
む
村
に
人
の
老
い
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

今
の
世
に
一
番
欲
し
き
は
真
実
か

球
追
ふ
子
ら
の
瞳
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

相
撲
道
き
は
め
し
力
士
舞
の
海

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
土
俵
を
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

走
馬
灯
の
静
か
に
廻
る
初
盆
に

逝
き
た
る
妻
の
五
十
年
を
想
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

引
き
上
げ
し
廃
船
は
舳
先
高
く
し
て

砂
浜
に
涼
し
き
陰
を
作
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
瀬
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

第
3
9
回
郡
民
体
育
大
会

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

鞭ど㌃矧
平成12年10月過ら65歳以上の方について介護保険料の徴収がはじまります1

○平成12年4月から、介護を社会全体で支えるしくみ介護保険制度がはじまりました。40歳以上のみなさんに納め

　ていただく介護保険料は、わたしたちのまちのこの制度を運営するための大切な財源となります。

040歳以上65歳未満の方の保険料は、加入している医療保険の保険料と一緒に既に4月から納めていただいており

。職封の方については、平成　【平成12年度～14年度の65歳以上の方の保険料額】

12年4月から9月までの半年間

はこの新しい制度に慣れてい

ただく期間として保険料を納

めなくてよいこととされてい
ました。10月から1年間は本来

の保険料の半額を納めていた

だくこととなります。そして、

平成13年10月からは、本来の保

険料を納めでいただきます。

▲
1
本
来
の
介
護
保
険
料
の
額
－
立

保険料が軽減された分は

国が負担することになります

保険料を納め
る必要はありま

せん

本来の保険料の

半額を納めます

本来の保険料の額を納めます

　▲　　　　　　　　▲　　　　　　　　▲　　　　　　　　▲　　　　　　　　▲
平成12年4月　　平成12年10月　　平成13年4月　　平成13年10月　　平成14年4月

　▲
平成15年4月

【65歳以上の方の保険料の決まり方】

　東郷町の介護サービスにかかる費用の総額の約14％（全国平均は17％）にあたる額を65歳以上の方の人数で割っ

た額が平均の保険料の額（基準額）となります。この額をもとに、低所得の方に過重な負担とならないよう所得段

階別の保険料が決められます。

○所得に応じた保険料の年額（東郷町の場合）

翻

　　暫　　　　．　　　　■

掾@　　　　　塗

軽　減

本人住民税非課税の方　　　　本人が住民税を納めて勢う方

@　　　　　　　　　　　　　　レ所得の低い方

軽減される方　　　　　　　　基準額を支払う方　　　　　　翻増の保険料を支払う方’

生活保護の受給者、老

﨣沁ヴN金受給者（住

ｯ税世帯非課税）

世帯全員が住民税

�ﾛ税
本人が住民税非課税

本人が住民税課税で
㈹v所得金額250万円

｢満

本人が住民税課税で
㈹v所得金額250万円

ﾈ上

基準額×0．5 基準額×0．75 基準額×1．0 基準額×1，25 基準額×1．5

平成12年度 4，300円 6，500円 8，700円 10，800円 13，000円

平成13年度 13，000円 19，500円 26，100円 32，600円 39，100円

平成14年度 17，400円 26，100円 34，900円 43，600円 52，300円

【65歳以上の方の保険料の納め万】

保険料の納め方には、年金からの天引き（「特別徴収」といいます。）と納付書による納付（「普通徴収」といい

ます。）があります。

［特別徴収］

○対象者は老齢・退職年金が年額18万円以上の方です。

○平成12年10月以降、2ヶ月おき（平成12年度は10月、12月、

　2月）に支払われる年金から、支払ごとに、2ヶ月分の保険料

　が天引きされます。

　※老齢福祉年金、障害年金、遺族年金からは天引きされません。

［普通徴収］

○対象者は老齢・退職年金が年額18万円未満の

　方です。

○平成12年10月以降の納期（平成12年10月から

　3月までの毎月の計6期）ごとに納付書により指

　定の金融機関に納めていただくことになります。

※個人ごとの保険料の額や納め方などについては、9月末から10月初めにかけて各個人宛にお知らせいたします。

※詳しいお問い合わせば、住民課介護保険係（智69－3902）まで

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係（⑲3900まで〉
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保健

躍より
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容69－3367

　
1
0
月
2
2
日
（
日
）
に
「
い
き
い
き
健
康

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
タ
レ
ン
ト
の
中
村
メ
イ
コ

さ
ん
の
講
演
を
は
じ
め
、
各
種
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
測

定
コ
ー
ナ
ー
、
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
競

争
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
ム
フ
月
の
町
報
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
る
、
「
い
い
い
き
健
康
ま
つ

り
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
動
く
だ
さ
い
。

「
女
性
が
主
役
、
家
族
の
健
康
」

蝋
．
M

，
’
（
’

驚
｛
（
古
）

い
き
い
き
健
康
ま
つ
り

O

10

獅
Q
2
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

a文化センター

麓9時～午徊

巾喪公髭魑・

自彊＝く曙導略＿　　9

　ρ　　　座＿棚

〉
詫

〃

（…

X
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題

▲フッ素塗布無料体験
▲無料測定コーナー
　先着200名様に歩数

　計プレゼント

▲赤ちゃんハイハイ競争

　　出場者募集中！
受付時間：io：00～10：［5

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
な

た
を
ね
ら
っ
て
い
る
／

　
高
脂
血
症
教
室
の
お
知
ら
せ

　
近
年
、
食
生
活
の
欧
米
化
、
運
動
不

足
な
ど
、
生
活
習
慣
の
変
化
が
原
因

と
な
り
、
日
本
人
の
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
平
均
値
は
、
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
町
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
東
郷
病
院
で
は
高
脂
血

症
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
高
脂
血
症

と
は
何
か
、
そ
し
て
、
改
善
す
る
た
め

の
食
事
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
し
て

壷傘幽亜傘

1ワ孝

壱レ壱
1磐

1灘
1栄1

懸
牽幽噌噌牽

食
物
繊
維
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
大
腸
が
ん
は
欧
米
に
多
い
ガ
ン
で

す
が
、
最
近
で
は
日
本
で
も
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
増
え
て
い
る
主
な
原
因
と
し
て
、

日
本
人
の
食
生
活
の
欧
米
化
、
つ
ま

り
、
肉
な
ど
の
動
物
性
脂
肪
の
摂
取

量
の
増
加
と
、
食
物
繊
維
を
と
る
量

が
減
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
食
物
繊
維
は
大
き
く
分
け
る
と
、

水
に
溶
け
な
い
不
溶
性
食
物
繊
維

と
、
水
に
溶
け
る
水
溶
性
食
物
繊
維

に
分
か
れ
ま
す
。
不
溶
性
食
物
繊
維

は
、
野
菜
な
ど
の
植
物
性
の
食
品
一

般
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
溶

み
ま
せ
ん
か
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時
　
1
0
月
2
6
日
（
木
）

　
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

○
場
　
　
所
　
や
す
ら
ぎ
館

○
内
　
容
医
師
及
び
栄
養
士
に

　
　
　
　
　
よ
る
講
義
等

○
当
日
必
要
な
も
の
　
筆
記
用
具
、

　
　
　
　
　
み
そ
汁
（
少
量
）

○
申
し
込
み
　
1
0
月
2
5
日
（
水
）
ま
で

に
東
郷
病
院
（
冠
6
9
1
2
0
1
3
）
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

性
食
物
繊
維
は
、
果
物
や
褐
藻
類
、
こ

ん
に
ゃ
く
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。　

大
腸
が
ん
の
予
防
に
は
不
溶
性
食

物
繊
維
の
方
が
効
果
が
あ
り
、
肥
満

や
動
脈
硬
化
に
は
水
溶
性
食
物
繊
維

の
方
が
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食

物
繊
維
に
は
血
糖
の
上
昇
を
抑
制
す

る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
食
事
に
不
溶
性
食
物
繊
維

と
水
溶
性
食
物
繊
維
を
含
む
食
品
を

組
み
合
わ
せ
、
不
足
し
な
い
よ
う
に

十
分
摂
取
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

沸

　　
@．

ﾊ
，
織

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

秋のポリオ予防接種再開のご案内

　この春から見合わせていたポリオ予防接種を、

10月から再開します。

　この予防接種は、お子様が感染することを未然

に予防するとともに、ポリオの流行を防ぐために

非常に重要です。

　ポリオの予防接種について「予防接種と子ども

の健康」を読み、よく理解し受けるようにしま
しよう。

田　目

検診期日

がん検診受診希

検診機関
検診対象者

検診内容
個人負担金

募集人員

申込期限

　　　　　望者募集

平成12年11月中の希望日

（土・日・祝祭日は除く）

東郷町国民健康保険病院

40歳以上の全住民

胃カメラ

3，000円

10名（先着順）

平成12年10月20日箇までに

やすらぎ館まで

・
《
－ご亀

う
1塗塑｝

10月の行事予定表

住民基本健康診盃、婦人健康診査
日 曜日 会　　　　場 受付時間
4 水 羽坂生活改善センター 9：00～10：00

12 木 や　す　　ら　ぎ　館 〃

地区巡圓健康相談
2 月 福瀬下村公民館

ｹ　川　公　民　館

9：00～9：30

P1：00～11：30

18 水

瀬　平　組　合　長　宅

ｽ武ノ木組合長宅
ﾔ井笠営農研修センター

9：00～9：30

P0：30～11：00

P3：30～14：30

19 木 市谷川崎集会所
ﾘ　谷　公　民　館

9：00～9：30

P3：00～13：30

24 火 小野田多目的集会施設

蛛@谷　集　会　所

9：00～9：30

P1：00～11：30

27 金
野　々　崎　集　会　所

〟@深　公　民　館

9：00～9：30

P3：00～13：30

31 火 や　す　　ら　ぎ　館 9：00～10：00

予　　防　　接　　種
病　院　名 予防接種名 接　種　日

ツベルクリン 3

B　　C　　G 5

町立病院
i受付時間）

P3：15～13：45

三　種　混　合 12・19・26

ポ　　リ　　オ 17・24

麻　　　　　疹 18

風　　　　　疹 25

ツベルクリン
10三　股　病　院

i受付時間）
P4：00～16：00

i前日予約）

B　　C　　G 12

そ　　の　　他 毎週火曜日

青
柳
先
生
の
③
　
㎜

成
人
病
予
防
講
座
　
諦

　
血
液
の
中
の
脂
質
は
、
大
き
く
コ

　
レ
ス
テ
中
国
ル
と
中
性
脂
肪
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
脂
質
と
い

ろ
い
ろ
な
成
分
の
組
み
合
わ
せ
で
、

様
々
な
脂
質
が
血
液
の
中
に
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
脂
質
は
人
間
の
体

に
必
要
で
す
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
中
性
脂
肪
が
増
え
過
ぎ
る
と
都
合

　
の
悪
い
状
態
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

簡
単
に
言
う
と
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
中
性
脂
肪
を
た
く
さ
ん
含
ん
だ
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
て
、
逆

に
こ
れ
ら
を
少
し
し
か
含
ま
な
い
善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
減
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
状
態
を
高
脂
血
症
と
い
い
ま
す
。

　
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
動
脈

と
い
う
血
管
の
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

．
ル
を
た
め
て
壁
を
厚
く
す
る
、
即
ち

動
脈
硬
化
を
進
め
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
反
対
に
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、
動
脈
壁
に
た
ま
っ
た
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
を
肝
臓
に
運
び
出
し
、
動
脈

硬
化
を
改
善
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
高
脂
血
症
は
、
特
別
な
病
気
や
遺

伝
が
原
因
で
お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
問
題
な
の
は
過
食
・
運
動
不

足
・
肥
満
と
い
っ
た
良
く
な
い
生
活

習
慣
の
積
み
重
ね
で
お
こ
る
こ
と
で

す
。
先
月
号
で
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

高
脂
血
症
を
生
活
習
慣
病
と
言
い
ま

し
た
。
こ
の
生
活
習
慣
病
に
は
そ
れ

そ
れ
の
治
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
共

通
し
た
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
過
食
・
運
動
不
足
・
肥
満
と
い
っ

た
良
く
な
い
習
慣
を
改
め
る
こ
と
で

す
。　

食
事
で
問
題
な
の
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
と
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
す
ぎ
に

あ
り
ま
す
。
現
在
の
日
本
人
が
好
ん

で
食
べ
る
肉
・
肉
製
品
・
魚
介
・
卵
・

牛
乳
・
乳
製
品
は
タ
ン
パ
ク
質
を
多

く
含
む
食
物
で
す
が
、
脂
肪
も
ま
た

た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま
す
。
ケ
ー

キ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
甘
い
物

も
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
取
り
過
ぎ
た

栄
養
は
、
体
の
中
で
は
全
て
脂
肪
に

変
わ
り
、
こ
れ
が
肥
満
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
糖
質
・
タ
ン
パ
ク
質
・
脂
質

の
三
大
栄
養
素
を
含
む
食
品
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
取
り
、
肥
満
の
あ
る
方
は

摂
取
カ
ロ
リ
ー
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。　

運
動
療
法
を
難
し
く
考
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
3
0
分
、
少
し
速

足
の
散
歩
を
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
日

出
来
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
不
可
能

だ
っ
た
ら
二
日
に
一
回
、
週
に
3
回

以
上
出
来
れ
ば
運
動
の
効
果
は
持
続

し
ま
す
。

　
食
事
療
法
と
運
動
療
法
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
体
重
を

目
安
に
判
断
し
ま
す
。
肥
満
の
あ
る

方
は
、
標
準
体
重
を
目
標
に
減
量
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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㊥農業×夢＝認定農業者ノ
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今
月
は
仲
深
の
山
本
建
男
さ
ん
に
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

）
現
況
と
ム
フ
後

の
経
営

　
現
在
は
、
水
稲
を
中

心
に
肉
用
牛
と
の
複
合

経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
4
7
年
に
農
業

大
学
校
を
卒
業
と
同
時

に
就
農
し
ま
し
た
。
当

初
は
母
親
と
経
営
し
、

昭
和
5
6
年
に
結
婚
、
そ

の
後
は
3
人
で
、
椎
茸
、

水
稲
1
3
0
ア
ー
ル
、

肉
用
牛
2
頭
と
い
う
規
模
で
経
営
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
雨
よ
け
ハ
ウ

ス
で
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
借
地
等
で
規

模
拡
大
を
は
か
り
、
現
在
水
田
1
5

0
ア
ー
ル
、
肉
用
牛
4
頭
と
い
う
規

模
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
の
発
起
や
田
植
・
収

穫
等
の
受
託
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

機
械
銀
行
に
は
当
初
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
作
付
作
目
の
選
定
、
機
械

の
投
資
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
る

が
、
夫
婦
で
協
力
し
な
が
ら
、
農
業
経

彪

萄幽
営
の
努
力
を
続

け
な
が
ら
、
農

業
が
好
き
と
い

う
気
持
ち
を

持
っ
て
、
農
業

を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
ρ

　
山
本
建
男
さ
ん
は
、
昭
和
4
7
年
に

農
業
大
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に

就
農
し
、
椎
茸
・
水
稲
・
肉
用
牛
を
父

親
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
引
き
継
ぎ
、

農
業
生
産
に
励
ま
れ
ま
し
た
。
父
親

は
山
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
後
継
者

を
頼
も
し
く
見
守
り
育
て
て
い
っ

た
。
卒
業
時
は
、
ハ
ウ
ス
で
の
花
栽
培

を
夢
見
て
い
た
が
、
昭
和
5
2
年
に
雨

よ
け
ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
栽
培
に
取
り

組
み
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
就
農
時
に
取
り
組
ん
で
い
た
椎
茸

は
、
価
格
も
よ
く
楽
し
く
で
き
た
と

当
時
を
振
り
返
る
顔
に
は
、
現
在
の

農
業
の
厳
し
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
父
親
が
体
を
悪
く
し
た
後

は
、
建
男
さ
ん
が
山
の
仕
事
（
請
負
作

業
等
）
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
母
親
と

　
緒
に
椎
茸
・
水
稲
・
肉
用
牛
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
母
親
も

体
を
悪
く
し
た
後
は
、
両
親
の
看
病

を
奥
さ
ん
と
二
人
で
し
な
が
ら
の
仕

事
で
、
適
期
に
農
作
業
が
で
き
な
い

苦
し
く
つ
ら
い
日
々
が
続
い
た
と
思

い
を
は
な
す
顔
に
は
、
親
を
敬
愛
し

尊
敬
し
て
い
る
顔
が
あ
り
、
目
頭
を

熱
く
し
ま
し
た
。
そ
の
両
親
も
昨
年

亡
く
な
り
、
今
は
天
国
か
ら
山
本
家

の
繁
栄
を
静
か
に
見
守
っ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
肉
用
牛
4
頭
、
水
田
面
積
ユ

5
0
ア
ー
ル
の
内
水
稲
を
1
0
0

ア
ー
ル
栽
培
し
、
後
は
家
畜
の
飼
料

を
栽
培
し
、
全
部
、
自
給
飼
料
で
飼
育

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
建
男
さ
ん
は
現
在
、
農
業
委
員
2

期
目
の
活
動
を
さ
れ
、
ま
た
機
械
銀

行
の
会
員
で
各
種
の
農
作
業
を
受
託

し
て
い
る
。
人
か
ら
頼
ま
れ
れ
ば
、
ど

ん
な
遠
い
と
こ
ろ
で
も
、
難
し
い
作

業
も
こ
こ
ろ
よ
く
受
け
入
れ
て
お
ら

れ
、
農
家
の
方
々
か
ら
、
信
頼
さ
れ
て

い
ま
す
。
難
し
い
問
題
が
生
じ
る
と

奥
さ
ん
と
話
し
合
い
解
決
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
仲
間
同
士
で
困
っ
た
こ
と

が
あ
る
と
き
は
、
相
談
し
、
互
い
に
助

け
合
う
こ
と
に
農
業
の
楽
し
さ
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
家
族
は
子
供
4
人
（
一
男
三
女
）
の

6
人
家
族
で
、
長
男
（
小
学
6
年
生
）

に
は
、
特
に
農
作
業
機
械
の
取
り
扱

い
等
を
常
に
教
授
し
て
い
る
た
め
喜

ん
で
農
作
業
の
手
伝
い
を
し
、
父
親

を
見
習
っ
て
い
る
姿
は
、
こ
れ
が
後

継
者
を
育
て
る
教
育
で
あ
る
と
感
心

し
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
の
夢
は
、
「
農
業
が
好
き

だ
か
ら
後
継
者
と
一
緒
に
農
業
の
仕

事
を
継
続
的
に
で
き
る
こ
と
」
と
言

わ
れ
、
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
新
し

い
も
の
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
こ
の
気
持
ち
が
あ
る
限
り

必
ず
夢
は
叶
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
つ
つ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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畜
産
だ
よ
り

　
9
三
期
牛
・
育
成
牛
田
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
1
1
頭

出
品
し
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
子
牛
雌
の
部

　
　
仲
　
深
　
原
田
福
美

　
　
　
さ
く
ら
ふ
く
号
　
　
弐
等
賞

　
　
迫
野
内
佐
藤
初
義

　
　
　
第
2
は
つ
ふ
じ
号
　
参
等
賞

　
　
福
　
瀬
　
関
野
安
弘

　
　
　
し
げ
や
す
号
　
　
　
参
等
賞

　
　
羽
　
坂
　
那
須
ミ
ナ
子

　
　
　
ゆ
り
子
号
　
　
　
　
参
等
賞

　
　
坪
　
谷
　
那
須
謙
一

　
　
　
ひ
で
ざ
く
ら
号

　
子
牛
去
勢
の
部

　
鶴
野
内
　
伊
東
　
尚

　
　
大
日
3
8
号

　
　
団
体
成
績

　
育
成
牛
の
部

　
迫
野
内

　
　
く
ろ
き
5
5
号

　
　
迫
野
内

　
　
や
す
え
号

　
　
迫
野
内
　
三
浦
　
豊

　
　
は
る
つ
る
の
3
号

　
　
鶴
野
内
伊
東
健
児

　
　
　
が
ま
か
つ
号

　
団
体
成
績
　
3
位

◎
児
湯
郡
市
品
評
会

　
去
勢
の
部

　
　
庭
　
田
　
赤
松
春
義

　
　
岡
義
号

参
等
賞

弐
等
賞

11

@
位

黒
木
ク
ニ
カ

　
　
優
等
賞
7
席

濱
田
ヤ
ス
子

　
　
　
　
壱
等
賞

壱
等
賞

弐
等
賞

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
受
賞

一
青
青

一
　　　群舞

　
8
月
3
0
日
（
水
）
に
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
、
第
2
5
回
宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
、
鶴
野
内
の
中
田
豊
さ
ん
（
写
真
右
）

に
県
知
事
か
ら
、
福
瀬
の
岡
田
実
夫
さ
ん
（
写

真
左
）
に
県
老
連
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
お
二
人
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
町
角
連
の
役

員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
か
ら
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

絵
入
り
官
製
は
が
き
を
贈
呈

　
5
0
回
目
の
牧
水
祭
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た

絵
入
り
官
製
は
が
き
が
、
発
売
日
の
9
月
6
日

に
、
山
陰
郵
便
局
の
池
北
局
長
と
坪
谷
郵
便
局

の
福
良
局
長
か
ら
町
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
入
り
官
製
は
が
き
は
、
牧
水
に
関
係

す
る
写
真
な
ど
を
印
刷
し
た
5
枚
組
で
、
1
組

3
5
0
円
で
県
内
の
郵
便
局
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
両
郵
便
局
で
は
、
福
島
泰
樹
短
歌
絶
叫
コ
ン

サ
ー
ト
や
牧
水
祭
に
お
い
て
、
臨
時
販
売
所
を
設

け
て
販
売
等
を
行
い
ま
し
た
。

種
雄
牛
候
補
牛
に
合
格

　
8
月
2
日
（
水
）
に
実
施
さ
れ
た
、
平
成
1
2
年

度
第
3
回
直
接
検
定
買
上
げ
検
査
に
お
い
て
、

田
鼠
の
高
尾
昭
一
さ
ん
の
「
高
糸
平
号
」
が
見

事
種
雄
牛
候
補
牛
に
合
格
し
ま
し
た
。
本
町
で

生
産
さ
れ
た
種
雄
牛
と
し
て
は
3
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
検
査
は
、
種
雄
牛
候
補
牛
を
生
産
す
る

た
め
の
も
の
で
、
こ
の
後
様
々
な
検
査
を
行

い
、
全
て
合
格
と
な
れ
ば
晴
れ
て
種
雄
牛
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
「
蚕
糸
平
田
」
は
高
原
町
の
県

肉
用
興
産
肉
能
力
検
定
所
に
お
い
て
飼
育
さ

れ
て
い
ま
す
。

子
牛
品
評
会
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

暉■団■圏■■團團■■■国■■■■■隔
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8
月
3
0
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
9
月
期
児
湯

郡
市
子
牛
・
育
成
牛
品
評
会
に
お
い
て
、
寺
迫

の
赤
松
春
義
さ
ん
生
産
の
「
岡
義
号
」
が
、
去

勢
の
部
で
見
事
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　
品
評
会
で
は
、
去
勢
の
部
に
1
1
頭
出
品
さ
れ

ま
し
た
が
、
「
寸
義
号
」
は
発
育
良
好
で
、
均

称
・
資
質
と
も
に
優
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
子
牛
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
こ
こ
1
0

年
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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▲プール遊び

　越表　中水流の

海野智紀くん（5歳）

父：憲明さん

母：陽子さん

O好きな食べ物は何で

　すか？

　バナナ、ホットケーキ

○好きな遊びは何ですか？

　ブランコ、すべりだい

C大きくなったら何になり

　たいですか？

　機械をなおす人

画
ヤ

　小形肇さんが　　童

　　　句集発刊ノ　．

寺迫の小畷さんが・句1

集「落し角」を自費出版しま辛

した。　　　　　1
　　　　　　　　　　　　ヰ　小形さんは、昭和44年に幸

佐賀県から寺迫に移住さ‡
れ、それを契機として本格辛
　　　　　　　　　　　　を
的に俳句を始められまし幸

　越表　児洗の

河野美早引さん（6歳

父：広美さん

母：ゆかりさん

C．好きな食べ物は何ですか

　グラタン、アイスクリーム

C好きな遊びは何ですか

　どろんこ遊び

　すべりだい

C大きくなったら何にな

　りたいですか？

　ケーキやさん

沁
闘

謄

　　　　　　　　　　　　　笹・

　　醸　　一ク与一・一一

雛鋒塑
　　　▲泳げるようになったよ

鹸
・
孝
・
轟
・
冬
・
幸
運
と
幽
・
島
G
轟
と
嘗
ふ
Q
Q
㈱
⇔
o
牙
。
写
＆
⇔
＆
⇔
ふ
⇔
Q
㈱
⇔
Q
㎝
◇
曹
寺
0
7
0
7
尋
＆
o
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囎
冒
需

■

●

地
域
ぐ
る
み
で
地
域
安
全

活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う

句
集落

し
角

窓
、
形
肇

　
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
「
全
国
地
域
安
全
運

動
」
が
1
0
月
1
1
日
～
2
0
日
ま
で
の
1
0

日
間
、
全
国
　
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
関
係
機
関
の
連
携

の
下
、
地
域
住
民
や
企
業
等
の
幅
広

い
参
加
に
よ
り
、
地
域
の
安
全
活
動

を
推
進
し
、
安
全
に
対
す
る
意
識
を

普
及
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

《一

l
ひ
と
り
が
主
人
公
　
地
域
ぐ

る
み
で
進
め
よ
う
》

　
私
達
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

防
犯
や
災
害
に
よ
る
被
害
防
止
な

ど
、
安
全
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
、
「
自
分
達
の
地
域
の
安
全

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
気
持
ち

で
協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
家
庭
で
、
地
域
安
全
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
》

　
家
庭
で
も
で
き
る
安
全
対
策
は
あ

り
ま
す
。
危
険
個
所
、
避
難
場
所
、
防

犯
対
策
な
ど
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
、
家
庭
や
地
域
等
で
話
し
合
い
や

学
習
の
場
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

　
本
県
で
は
、
全
国
平
均
よ
り
6
年

早
く
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
5
人

に
1
人
が
高
齢
者
と
い
う
「
超
高
齢

社
会
L
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
自
動
車
台
数
・
免
許
取
得

者
人
口
の
増
加
な
ど
、
高
齢
者
を
取

り
巻
く
交
通
環
境
は
益
々
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
平
成
1
1
年
中
に
県

内
で
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
高

齢
者
は
3
8
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
1
2
年
は
昨
年
を
上
回
る
勢
い

で
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
中
で
も
歩
行
中
や
自
転
車
乗

車
中
に
車
に
跳
ね
ら
れ
る
事
故
の
割

合
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
歩

行
者
が
交
通
事
故
に
遭
う
の
は
、
道

路
を
横
切
る
と
き
の
発
生
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

0
道
路
を
渡
る
と
き
の
安
全
な
場
所

　
安
全
に
道
路
を
横
断
で
き
る
場
所

と
し
て
横
断
歩
道
橋
、
信
号
機
、
横
断

歩
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
安
全

に
道
路
を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
「
横
断
歩
道
橋
」
「
信
号
機
」
「
横

断
歩
道
」
の
順
に
な
り
ま
す
。

　
東
郷
町
内
に
は
「
横
断
歩
道
橋
」
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
信
号
機
」
と
「
横
断

歩
道
」
は
素
志
所
あ
り
ま
す
の
で
、
信

号
機
で
は
必
ず
押
し
ボ
タ
ン
を
押
す

な
ど
し
て
信
号
機
に
従
っ
て
渡
り
、

信
号
機
が
な
い
場
所
で
も
で
き
る
だ
け

横
断
歩
道
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
信
号
機
・
横
断
歩
道
が
な
い
場
所

で
の
道
路
横
断
は
、
「
見
通
し
の
良
い

場
所
を
選
ぶ
」
「
安
全
確
認
を
十
分
に

行
う
」
な
ど
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

「平成12簸原爆被儲二世健診

1．対象者

　　両親のどちらかが被爆者健康手帳を所持している者で、

　健康診断受診を希望する者。

2．実施時期

　申込期問　平成12年10月から

　健診期間　平成12年11月から（予定）

　　※日程の詳細は後日受診希望者に通知します。

3．健診実施機関

　　健診を実施する医療機関の中から、後日受診希望者に

　通知します。

4．申込方法

　（1）本人の氏名（フリガナ）・住所・生年月日・電話番号・

　　過去の受診歴（年度及び受診結果を記入すること）

　（2）親の氏名・住所・電話番号・被爆者健康手帳の番号

　以上を明記の上、封書で申し込む。
5．申込期限　平成12年10月31日（火）必着

6。申込先

　　宮崎県福祉保健部保健財務課疾病対策係
　　　〒880－8501　宮崎市橘通東2丁目10番1号

　　　　　　　　　電話（0985）26－7079

消
費
拡
大
に
務
め
て
い
ま
す
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
世
界
各

国
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
お

米
。
こ
の
お
米
を
・
王
食
と
し
た
日
本

型
食
生
活
を
見
つ
め
直
し
、
ご
は
ん

を
食
べ
て
健
康
的
な
毎
日
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

．
交
通
事
故
無
料

弁
護
士
相
談

　
宮
崎
県
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
交
通
事

故
の
無
料
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
（
予
約
制
・
要
面
談
）

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
口
（
木
）
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
宮
崎
自
動
車
保
険
請
求
セ

ン
タ
ー
（
宮
崎
市
広
島
1
－
1
8
1
1
3
宮

崎
第
一
生
命
ビ
ル
新
館
5
階
）

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
ご
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。

◎
相
談
日
　
月
曜
～
金
曜
（
祝
祭
日
を
除
く
∀

◎
時
間
　
午
前
9
時
半
～
午
後
4
時
4
0
分

　
　
豊
0
9
8
5
－
2
8
1
1
1
9
9

　　　　　　　　の■⑰塘ど弓ごり

米
の消

費
拡
大
を

　
【
，
米
は
元
気
の
み
な
も
と
」
。
わ
が

国
の
自
然
と
風
土
に
育
ま
れ
た
米

は
、
・
王
食
と
し
て
日
本
の
食
文
化
を

支
え
、
健
康
づ
く
り
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
は
、
食
の
多
様

化
が
進
み
、
ピ
ー
ク
時
に
1
2

0
㎏
程
あ
っ
た
国
民
一
人
あ
た

り
の
米
の
年
間
消
費
量
は
7
0
㎏

以
下
と
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
お
米
の
P
R
活
動
を
行
い

蚕
齢
｛
鍵
擬

コ
ぬ
ホ
ゑ
ほ
の
ね
ゆ
ロ
ほ
て

驚
｝

掩

畜
凧
譜
瀬
凋
匪
　
・

腔
撃
の
5
る
ま
≧
日
同
璽
■
即

、
け
鯉
罰
の
申
咽
㌧
の
蝿
「
R
望
甲
レ
ー
脅

“
涛

凄
瀦

撫

∴地

謌
ﾀ
全
運
動
の
一
環

と
し
て
自
動
車
の
ド
ア

ロ
ッ
ク
調
査
を
実
施
！

　
去
る
8
月
2
2
日
、
地
域
安
全
運
動

の
　
環
と
し
て
役
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

病
院
・
や
す
ら
ぎ
館
の
そ
れ
ぞ
れ
の

駐
車
場
に
お
い
て
、
駐
車
し
て
あ
る

自
動
車
の
ド
ア
ロ
ッ
ク
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
東
郷
駐
在
所
の

押
川
警
部
補
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
合

計
で
1
2
2
台
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
し
て
い
な
い
…
4
台

1
表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

・
キ
ー
は
付
け
て
い
な
い
が
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
て
い
な
い
…
1
1
台

・
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
て
い
る
が
窓
が

開
い
て
い
る
。
（
侵
入
可
能
）
…
1
1
台

胡
桃
と
り
　
つ
か
れ
て
草
に

　
寝
て
あ
れ
ば

赤
と
ん
ぼ
等
が
　
来
て
も
の
を
い
ふ

　
　
「
九
月
初
め
よ
り
十
一
月
半
ば
ま

で
信
濃
国
浅
間
山
の
麓
に
遊
べ
リ
、

歌
九
十
六
首
」
と
詩
書
さ
れ
た
旅
の

歌
の
中
の
】
首
で
、
第
四
歌
集
『
路

上
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
み
な
か
み
紀
行
」
の
中
に
「
小
諸

町
で
は
駅
を
出
る
と
直
ぐ
島
崎
さ
ん

の
『
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
』
の
長

詩
で
名
高
い
懐
古
園
に
入
っ
た
。
（
中

略
）
林
の
中
に
は
松
に
混
ざ
っ
た
栗

や
胡
桃
が
実
を
落
と
し
て
い
た
。
」
と

／
r

　
買
い
物
や
知
り
合
い
の
家
の
前
に

「
短
時
間
だ
か
ら
」
と
い
っ
て
施
錠

せ
ず
に
駐
車
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
犯
罪
者
は
ち
ょ
っ
と
し
た
隙

に
車
内
に
乗
り
込
み
、
現
金
や
品
物

あ
る
い
は
ス
ペ
ア
キ
ー
を
探
し
出
し

車
ご
と
盗
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
意
味
で
も
く
れ

ぐ
れ
も
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
行

い
、
ス
ペ
ア
キ
ー
は
車
に
取
り
付
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

旅
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
解
説
に
よ
る
と
、
こ
の
旅
は
、
恋
愛

が
破
綻
し
て
そ
れ
に
付
随
す
る
諸
問

題
が
心
身
と
も
に
疲
労
困
ば
い
し

て
、
地
獄
の
よ
う
な
生
活
か
ら
逃
げ

だ
し
て
き
た
旅
で
あ
る
。
と
記
さ
れ

て
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
歌
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
南
国
育
ち
の
牧
水
は
胡
桃
の
実
を

と
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
道
ば

た
の
木
に
胡
桃
を
見
つ
け
た
牧
水

は
、
そ
の
木
に
登
っ
て
し
ば
ら
く

と
っ
て
い
た
が
、
疲
れ
て
き
た
の
で

草
は
ら
に
寝
こ
ろ
ん
で
し
ま
う
。
秋

晴
れ
の
空
に
は
赤
と
ん
ぼ
が
と
び

か
っ
て
い
る
。
そ
の
と
ん
ぼ
が
牧
水

都
　
三
体
　
一

の
身
体
近
く
ま
で
寄
っ
て
来
て
、
牧

水
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
親
し
く
羽

音
を
ひ
び
か
せ
る
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
歌
は
、
と
て
も
明
る
く
の
ど

か
な
光
景
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
苦

し
み
の
中
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
な

ん
と
な
く
哀
愁
が
た
だ
よ
っ
て
い
る

作
品
の
よ
う
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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10

月
8

日

日

10

月
1

日

日

10

獅
X
日
（
月
）

10

獅
P
4
日
（
土
）

10

獅
Q
2
日
（
日
）

10

獅
Q
4
日
（
火
）

各
小
学
校

山
陰
保
育
園

寺
迫
幼
稚
園

牧
　
水
　
園

坪
谷
保
育
園

東
郷
幼
稚
園

鈴
　
峰
　
園

小
学
校
合
同
運
動
会

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
日
時

▽
場
所

10

獅
U
日
目
金
）

午
前
1
0
時
開
会

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

郡
P
T
A
研
修
大
会

▽
日
時

▽
場
所

10

獅
P
5
日
（
日
）

午
前
9
時
3
0
分
開
会

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▽
日
時

▽
場
所

10

獅
P
8
日
（
水
）

午
前
8
時
開
会

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

牧
水
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時

▽
場
所

10

獅
Q
9
日
（
日
）

午
前
9
時
開
会

牧
水
公
園

消
防
臨
時
点
検

▽
日
時
　
　
1
0
月
2
9
日
（
日
）
　
午
前
7
時
～

▽
場
所
　
町
内
各
地
区

署
1
8
回
産
業
文
化
祭

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
、
「
道
の
駅

と
う
こ
う
」
の
関
連
施
設
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
兼
ね
て
、
「
道
の
駅
と

う
こ
う
」
を
会
場
に
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
1
日
目
は
、
午
後
か
ら
夜
間

に
か
け
て
の
開
催
と
な
り
、
内
容
も

盛
り
沢
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
1
2
年
H
月
4
日
（
土
）

～
5
日
（
日
）

▽
開
会
　
1
1
月
4
日
（
土
）
”
午
後
1

時
　
　
5
日
（
日
）
”
午
前
9
時
3
0
分

▽
場
所
　
道
の
駅
と
う
こ
う
（
鶴
野
内
）

自
衛
隊
生
徒
募
集

▽
受
付
期
間

　
平
成
1
2
年
1
1
月
6
日
～
平
成
1
3
年

1
月
5
日

半
募
集
人
員

　
陸
上
1
1
約
2
5
0
人
、
海
上
1
1
約

60

l
、
航
空
U
約
5
0
人

▽
応
募
資
格

　
平
成
1
3
年
4
月
1
日
現
在
、
1
5
歳

以
上
1
7
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒

業
者
（
平
成
1
3
年
3
月
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）

▽
第
－
次
試
験
．

　
平
成
1
3
年
－
月
7
日
（
日
）

▽
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
日
向
募
集
事
務
所

　
（
容
5
2
1
6
9
1
4
）

秋
の
「
行
政
相
談
週
間
」

及
び
「
行
政
相
談
所
」

開
設
の
お
知
ら
せ

　
「
行
政
相
談
委
員
」
は
、
役
所
や
J

R
・
公
庫
・
公
団
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
、
「
処
理
に
納
得
で
き
な
い
」

「
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た
」
「
こ
の

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
「
ど
こ
へ
相
談

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
住
民
か
ら
お

聞
き
し
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
お
知
ら
せ
し
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
行
政
相
談
週
間
（
1
0
月
1
6
日

～
2
2
日
）
を
設
け
、
全
国
】
斉
に
各
種

行
事
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
定
例
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
7
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

●
巡
回
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
8
日
（
水
）
1
0
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
山
ノ
ロ
集
落
セ
ン
タ
ー

10

獅
ﾍ
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
で
す

◆
労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労

災
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。

　
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し

た
と
き
、
失
業
給
付
を
支
給
し
て
生

活
の
安
定
を
図
り
、
再
就
職
を
容
易

に
す
る
た
め
の
援
助
等
を
行
い
ま
す
。

　
労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上

負
傷
し
た
り
病
気
、
死
亡
し
た
場
合

に
、
被
災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す

る
た
め
に
保
険
給
付
を
行
い
、
労
働

者
の
社
会
復
帰
の
促
進
な
ど
労
働
者

の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す
。

◆
労
働
保
険
は
、
強
制
保
険
で
す

　
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用
さ
れ
て

い
る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
う
ち

労
働
者
5
人
未
満
の
個
人
経
営
の
事

業
等
を
除
く
）
の
方
は
労
働
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）
ま
た
は
、
労
働
基
準
監

督
署
で
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
書
士
無
料
相
談

▽
期
間
　
平
成
1
2
年
1
0
月
－
日
～
1
0
月
3
1
日

▽
場
所
　
県
内
各
行
政
書
士
事
務
所

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
県
行
政
書
士
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
0
9
8
5
1
2
4
1
4
3
5
6

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
　
五
期

善
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
「
9
月
4
日

ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
都
城
市
の
牧
恵
美
子
さ
ん
か
ら

（
日
吉
チ
ヨ
さ
ん
・
㎜
歳
逝
去
）

◎
塩
鮪
の
橋
口
徳
夫
さ
ん
か
ら

（
昭
夫
さ
ん
・
7
3
歳
逝
去
）

◎
悟
道
の
黒
木
邦
寛
さ
ん
か
ら

（
信
孝
さ
ん
・
7
9
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
チ
エ
さ
ん
か
ら

（
文
雄
さ
ん
・
8
7
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
鶴
野
内
の
三
好
義
弘
さ
ん
よ
り
初

盆
供
養
お
返
し
と
し
て
、
福
瀬
の
直

野
王
家
さ
ん
・
三
瀬
の
糸
平
一
彦
さ

ん
よ
り
、
快
気
祝
と
し
て
】
般
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
t
．

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
（
8
月
届
出
分
）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

交通事故発生状況

i8月中町内）

物損事故 20件（77）

池
田
正

矢
野
文
雄

黒
木
信
孝

日
吉
チ
ヨ

氏
名人身事故 4件（22）

死　　者 0人（1）

重傷者 0人（1）

70

ﾎ

87

ﾎ

79

ﾎ

loo

ﾎ
年
齢

軽傷者 3人（24）

（）内は年間累計

迫
野
内

坪
谷

寺
迫

小
野
田

住
所
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